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栃木市大宮公民館 大交流室 

 

 

   栃木東部地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度第３回栃木東部地域会議 

開催日時 令和４年６月２３日（木）１９時 開会  ２０時１０分 閉会 

開催場所 大宮公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理課 

Ａ委員 

 

 

危機管理課 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

危機管理課 

１ 開会 

──開会── 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 情報提供 

・優先的に開設する避難所の見直しについて【危機管理課】 

 資料１に基づき説明。 

・優先的に開設する避難所が国府公民館から国府北小へ変更する事へは異論な

いが、大宮地区の方が国府北小学校まで避難するとなると、多くの人は避難

しないと考えると思うが、どうしたら良いか。 

・優先的に開設する避難所は市内に２３箇所設置している。大宮公民館も避難

所に指定している。現実的な問題として、災害時には避難所以外にも情報収

集や救護など多くの人員配置を必要とする事から、避難所を増やすという事

が出来ないため、優先的に開設する避難所を土砂災害や洪水に対応した場所

２３箇所を指定している。国では避難の必要に迫られてから避難開始するの

ではなく、早めの避難を推奨している。また、大宮地区はハザードマップを

見ても分かる様に、比較的水害の危険性が低いと考えている。避難所に行く

事だけが避難ではなく、自宅の上階に上がるなど安全が確保できれば、それ

が避難となる。ご理解頂けたらと思います。 

・「優先的に開設する避難所」というのが分かり難いと思う。大宮北小にも避難

できるようにしてほしい。 

・大宮北小や大宮公民館は避難所に指定していない訳ではありません。指定し
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危機管理課 

Ｂ委員 
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Ｃ委員 

事務局 

 

 

 

Ｃ委員 

 

ております。その上でさらに、優先的に開くという避難所には位置付けてい

ないという事ですので、決して避難所に指定していないという事では無いと

いう事をご理解して頂きたい。令和元年度の台風１９号の際は、永野川や巴

波川周辺が大きな被害を受けた。幸い栃木東部地域は被害が少なかった、避

難所を開設する状況に無かったと聞いている。水害のリスクがゼロだとは思

っていないが、少ない地域だと考えている。自助、そして公助だけでなく、

隣近所で助け合う「共助」と呼ばれるような、自治会などで自主防災組織を

作り、大宮公民館などと万が一の際の避難所開設時の協議をして頂きたい。

市としては、自主防災組織の設立を推奨している。 

・各自治会の自主防災組織の設立状況は？多くなってきていますか？ 

・６１団体設立されている。川周辺の自治会に多く組織されている状況にある。 

・平川自治会では私が自治会長の際に自主防災組織を設立し、市から設立補助

金として２０万円、翌年から活動補助金として年２万円の補助を受けてい

る。また県の補助に応募して、３００万円の補助金を受け、色々な備蓄をす

る事ができた。市の補助額では少なく満足な備品を用意できないので増額を

要望したい。また、各自治会に自主防災組織の設立を訴えてほしい。災害時

には地域の協力が必要だ。 

 

４ 議事 

 栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により、柏崎会長による議事進行。 

<本日の出席委員数の報告> 

本日の出席委員１３名（委員総数１６名） 

過半数以上の委員の出席であるため本日の会議は成立 

 

(1) 地域予算提案事業について 

<説明> 

・資料２に基づき説明。前回会議で公民館トイレ改修事業を実施するとした事

から、仮設トイレを設置するなど、より詳細に工事内容を示して再度設計し

た。大宮運動広場トイレ改修事業については、市の入札参加資格に登録され

ている業者から新たに見積書を徴した。文化財案内標識整備事業について

は、昨年度実施事業と同様の内容なので実績額を示した。公民館トイレ改修

事業について、Ａ案は予算を超過している事から実施不可と思われるので、

Ｂ～Ｄ案の中から検討してほしい。特にＢ案は６１８万円の提案限度額と近

い事から、他の事業を実施するのが不可能である。 

・大宮公民館は１階だけ改修との事だが、仮設トイレの設置が必要なのか。 

・大宮公民館は１階のみの工事のため、２階トイレは通常どおり使えるので仮

設トイレの設置は必要ない。国府公民館は平屋建てで、男女それぞれ１箇所

しかないため、仮設トイレの設置が必要と考える。仮設トイレは公民館北側

コンクリート舗装部分に男女別に２基と手洗い場を設置する。 

・例えばだが、男子と女子を別々に工事すれば、仮設費用は不要になるのでは

ないか。設計額が高額になっている。 
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・私もそのように考え、建築住宅課や業者に提案したのだが、工期を短くした

方が結果として費用が少なくなるとの事で断念した。前回示した額から高額

になったのは驚いている所であり、原因としてはトイレ仮設費だけでなく、

前回見積りに含めていなかった費用がないか、見落としが無い様依頼した結

果、この額となった。 

・以前、公共工事の見積もりを受けた経験があるのだが、今は流通が止まって

いるので、世界で半導体などの材料の取り合いになっていて、物価が高くな

っている。公共施設用というのは、一般家庭用と違って使われる回数がとて

も多い事から、頑丈な製品を採用しているため流通量が多くない。工事の発

注時期が遅くなればなるほど金額が高くなる。来年度実施との事だが、予算

が足りなくなる恐れがある。 

・地域の住民代表としての意見を言うと、大宮運動広場トイレ改修事業も文化

財案内標識整備事業も地域課題としての優先順位が高く、是非やってもらい

たいと思う。 

・公民館トイレ改修事業は、先程の話のとおり物価が上がっていて、先送りす

る程事業費が上がっていく恐れがある。提案なのだが、来年度の事業は大宮

と国府公民館のトイレ改修事業を実施して、大宮運動広場トイレ改修と文化

財案内標識は、次年度の優先事業として引き継ぐのはどうだろうか。次回は

単年度で令和６年度実施事業として提案するのはいかがだろうか。 

・会長の提案を補足しますと、令和６年度の地域予算も、今年とほぼ同額が配

分される見通しである。単年だと約３００万円が配分される予定であり、大

宮運動広場トイレ改修事業が約１１０万円、文化財案内標識整備事業が１１

７万円で計２２７万円であり、２事業を実施する事も可能であるが、あくま

で次期の委員に判断してもらう事になる。 

・質問なのだが、公民館のトイレはウォシュレット付きなのか。 

・大宮・国府公民館とも全台付いていない。前回会議でお示しした資料は、こ

こ数年で新設された施設の状況であり、それらはほぼ全てウォシュレット付

きであるという事でした。維持管理の面では、ウォシュレット付きは故障が

多くなる事を危惧している。 

 ウォシュレット付きかどうかよりも、まず国府公民館を全台改修するかどう

か決めてもらいたい。それは金額が大きく変わるからです。先程、A 案は予

算額を超過するので実施不可と申し上げましたが、１３万円と少しのオーバ

ーなので、調整によっては収まる範囲なのかなと思いますので、今日は全台

かどうかを決めて頂くと良いかと思います。 

・大分議論はしてきたと思うので、委員全員に意見を聞いてみたらどうだろう

か。話がこれ以上進まないと思う。多数決でも良いのでは。 

・分かりました。多数決でまず、大宮と国府公民館のトイレ改修事業の実施で

良いという方は挙手をお願いします。 

―挙手多数― 

・圧倒的多数となりました。その中で、資料２の A～D 案の中でどれが良いか

伺います。 
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・他にもやりたい事業がある中で、事業の優先順位をどう付けるかが問題だと

思う。 

・皆さん色々事業をやって欲しいと思っているが、予算額が決められている以

上、事業を絞っていかないといけない。 

・大宮運動広場のトイレも現地を見てきたが、改修が必要だなと感じた。Ｄ案

にすれば両事業の合計が６００万円くらいになるので２事業を実施できる

のではないか。文化財案内標識は令和６年度の優先事業として実施してもら

えれば。 

・国府公民館のトイレについて、４つある内の２つだけ改修する事が大変不効

率だと考えている。後で何故全て改修しないのだと批判されると思うので、

折角なら全台改修した方が良いと思う。 

・どちらの案にするのか決めたい。 

・では、公民館のトイレ改修を全台行うか、公民館のトイレ改修を半分にして、

大宮運動広場のトイレ改修を併せて実施するか、挙手をお願いします。 

・大橋委員から提案のあった、今年は公民館トイレ改修を全台実施し、次年度

で大宮運動広場のトイレ改修と文化財案内標識整備を、優先的に実施するの

であれば、地区の公平性という点では納得いくのではないか。両方とも中途

半端になると思う。 

・私も同感である。Ａ案もやり方によっては６１８万円未満に収まると思う。 

・では、令和５年度執行の地域予算提案事業は、「大宮・国府公民館トイレ改修

事業」を提案する事として決定いたします。また、併せて検討してきた「大

宮運動広場トイレ改修事業」及び「文化財案内標識整備事業」は、次年度に

単年度事業として優先して提案する事として進めたいと思います。 

 

５ その他 

・開催予定表の変更について 

 資料３に基づき説明。策定を進めている（仮称）第２次栃木市総合計画のパ

ブリックコメントを１０月に予定していることから、１１月に予定していた

会議を１０月に変更するもの。 

 

第４回栃木東部地域会議について 

令和４年７月２８日（木）国府公民館にて開催予定 

 

６ 閉会 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時１０分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 柏崎 桂二    副会長 出井 康夫 

委 員 赤間 シズ子   委 員 大木 泰正 

委 員 大橋 哲夫    委 員 大武 真一 

委 員 古山 美代子   委 員 内藤 實 

委 員 藤本 和夫    委 員 穂坂 孝司 

委 員 増山 由美    委 員 松﨑 文子 

委 員 森川 剛 

        

<欠席者（委員）>  

委 員 島田 研     委 員 長 昌光 

委 員 中村 康子 

 

<事務局> 

中嶋 美佐  （栃木東部地域まちづくりセンター所長兼国府公民館長） 

宇津野 薫朗 （大宮公民館館長） 

田中 賢太  （国府公民館主査） 

 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 情報提供 

  優先的に開設する避難所の見直しについて 

 

４ 議 事 

(1) 地域予算提案事業について 

 

５ その他 

・開催予定の変更について 

 

６ 閉 会 

 

<配付資料一覧> 

・ 優先的に開設する避難所の見直しについて 資料１ 

・ 地域予算提案事業概算額 資料２ 

・ 大宮運動広場トイレ改修工事見積書 別紙１ 

・ 文化財案内標識整備事業（案） 別紙２ 

・ 令和４年度栃木東部地域開催予定表 資料３ 

   

   

 


